
[ギリシアの文化] 

〈宗教〉 

オリンポス 12神…オリンポス山に住むとされるギリシア神話の神々。 

ゼウス…主神      アレス…軍神       アテナ…知恵の女神 

ヘラ…ゼウスの妻    ヘファイストス…火の神  アフロディテ…美の女神 

デメテル…農業の女神  アポロン…日の神     へスフィア…かまどの女神 

ポセイドン…海神    アルテミス…月の女神   ヘルメス…商業の神 

 

〈文学〉 

抒事詩 

・ホメロス：『イリアス』…トロイア戦争での英雄を詠う 

     ：『オデュッセイア』…英雄オデュッセウスの凱旋を詠う 

・ヘシオドス：『神統記』…神々の系譜をたどった詩 

      ：『労働と日々』…労働の尊さを説く教訓詩 

 

 抒情詩 

・サッフォー…レスボス島出身の女性詩人。愛を主題とした。 

・アナクレオン…恋愛詩に酒を交えて詠う 

・ピンダロス…『競技祝勝歌』：オリンピア競技会の優勝者をたたえた歌。 

 

 悲劇 

・アイスキュロス…『アガメムノン』：トロイア戦争の指揮官の凱旋と悲劇。 

・ソフォクレス…『オイディプス王』：父殺しと実母との交わりの話。 

・エウリピデス…『メデイア』：王女の子殺しの話 

 

 喜劇 

・アリストファネス：『女の平和』…ペロポネソス戦争の和平を求めて女性が性的なストラ

イキを起こす話 

         ：『女の議会』…女性が男に代わって政治を行う話 

 

  



〈自然科学〉 

タレース（タレス）…万物の根源は「水」である。日食を予言した。 

ピタゴラス    …万物の根源は「数」である。 

ヘラクレイトス  …万物の根源は「火」である。「万物は流転する。」 

デモクリトス   …万物の根源は「原子」である。 

エンペドクレス  …万物の根源は「四大元素」(火・水・空気・土)である。 

アナクシメネス  …万物の根源は「空気」である。 

アナクシマンドロス…万物の根源は「無限定」である。 

 

〈哲学〉 

ソフィスト…職業弁論家として市民に弁論に勝つ方法を教える。 

       相対主義の立場に立ち、自然だけでなく人間に目を向けた。 

 プロタゴラス…「人間は万物の尺度」：相対主義を示した言葉。 

 ゴルギアス…「何ものもあらぬ」：懐疑論の立場 

 

⇔ソクラテス…ソフィストの相対主義を批判し、絶対的な審理を探究した。 

       「無知の知」を自覚して、問答法と呼ばれる対話によって相手の無知を明ら

かにした。 

・プラトン…ソクラテスの弟子。真実在としてのイデアを規定し、観念主義哲学を説いた。 

・アリストテレス…プラトンの弟子。イデア論を批判し、ギリシア哲学を大成した。 

 

 

〈歴史〉 

ヘロドトス…ペルシア戦争史：物語的な歴史記述 

      「エジプトはナイルのたまもの」 

トゥキディデス…ペロポネソス戦争史：厳密な史料批判に基づく歴史記述 

 

〈建築・美術〉 

フェイディアス…パルテノン神殿の再建築 

ミュロン…「円盤投げ」 

プラクシテレス…「ヘルメス神像」 

 

 建築様式 

ドーリア式…柱の上部は飾りがなく、荘厳な印象。：パルテノン神殿はドーリア式 

イオニア式…柱の上部には渦巻き模様がある。上品で優美な印象。 

コリント式…柱の上部は複雑な模様で繊細。 


